
魯
迅
の
仙
台
医
学
専
門
学
校
在
学
中
の
恩
師
、
藤
野
厳
九
郎
は
、

大
正
四
年
、
同
校
の
後
身
で
あ
る
東
北
帝
国
大
学
付
属
医
学
専
門
部

を
退
職
し
た
。
「
仙
台
に
お
け
る
魯
迅
の
記
録
」
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
こ
の
時
の
人
事
異
動
の
意
義
は
、
教
官
の
学
歴
の
整
備
に
あ

り
、
高
等
医
学
教
育
を
受
け
て
い
な
い
、
ま
た
は
留
学
経
験
の
な
い

教
官
が
、
五
年
に
わ
た
っ
て
一
三
人
が
退
職
し
て
い
る
。

厳
九
郎
も
、
愛
知
医
学
校
を
卒
業
し
た
の
桑
で
あ
っ
た
た
め
退
職

し
、
故
郷
福
井
県
の
農
村
で
、
一
開
業
医
と
し
て
後
半
生
を
送
る

が
、
こ
の
よ
う
な
針
路
は
、
同
様
な
立
場
に
あ
っ
た
教
官
に
と
っ

て
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
明
治
中
期
の
、
医
学
教
育
の
い
わ
ば
過
渡
期
に
医
師

と
な
っ
た
一
人
の
典
型
と
し
て
、
厳
九
郎
の
学
歴
を
た
ど
っ
て
詮
た

い
○

㈹
初
等
教
育

藤
野
厳
九
郎
の
学
歴

泉
彪
之
助

明
治
七
年
に
出
生
し
た
厳
九
郎
は
、
明
治
一
四
、
一
五
年
ご
ろ
、

福
井
県
坂
井
郡
第
十
四
番
小
学
区
平
章
小
学
校
に
入
学
し
た
。
こ
の

時
、
生
家
の
近
く
に
は
、
後
の
本
荘
小
学
校
の
前
身
、
中
番
小
学
校

が
開
学
し
て
い
た
が
、
厳
九
郎
は
、
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
平

章
小
学
校
を
選
ん
だ
。
こ
れ
は
、
丸
岡
藩
校
以
来
の
伝
統
を
有
す
る

同
校
が
、
人
員
、
設
備
と
も
勝
っ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

平
章
小
学
校
の
在
学
期
間
中
に
、
厳
九
郎
は
、
野
坂
源
三
郎
の
主

宰
す
る
私
塾
に
通
っ
て
、
漢
学
、
算
術
、
習
字
を
学
ん
だ
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
発
表
し
た
（
福
井
県
立
短
期
大
学
紀
要
第

九
号
投
稿
中
）
の
で
、
省
略
す
る
。

一
方
、
平
章
小
学
校
に
在
籍
の
ま
ま
、
厳
九
郎
は
、
明
治
二
一
年

七
月
龍
翔
小
学
校
（
後
、
福
井
県
坂
井
郡
一
番
小
学
区
公
立
三
国
小
学
校
。

現
三
国
南
小
学
校
）
に
入
学
し
た
。
こ
の
二
重
の
通
学
の
理
由
は
、
厳

九
郎
自
筆
の
経
歴
を
見
て
も
明
ら
か
で
な
い
。

な
お
厳
九
郎
は
、
こ
の
こ
ろ
、
大
関
村
大
石
家
へ
養
子
入
籍
し
て

お
り
、
そ
の
た
め
、
現
存
の
学
籍
簿
、
小
中
学
校
の
証
書
は
、
す
べ

て
大
石
厳
九
郎
と
な
っ
て
い
る
。
坪
田
忠
兵
衛
氏
は
、
こ
の
養
子
入

籍
を
平
章
校
入
学
の
た
め
と
解
し
て
い
る
が
、
演
者
は
徴
兵
制
に
関

連
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。
「
仙
台
に
お
け
る
魯
迅
の
記
録
」
は
、
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大
石
家
を
母
の
実
家
と
し
て
い
る
が
、
「
藤
野
恒
宅
家
系
譜
」
お
よ

び
自
筆
の
史
料
で
は
、
母
ち
く
を
は
、
奈
須
田
家
の
出
身
と
な
っ
て

い
る
。②
中
等
教
育

明
治
二
三
年
三
月
二
七
日
、
厳
九
郎
は
三
国
小
学
校
高
等
科
を
退

学
、
同
年
四
月
一
○
日
平
章
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
し
て
、
福
井
県

尋
常
中
学
校
（
現
藤
島
高
等
学
校
）
に
進
ん
だ
。
当
時
福
井
県
下
に
あ

っ
た
中
学
校
は
一
校
の
象
（
女
子
部
を
附
設
）
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
五
年
、
中
学
二
年
を
終
了
し
た
厳
九
郎
は
、
愛
知
医
学

校
に
入
学
し
た
。

③
医
学
教
育

明
治
二
五
年
ご
ろ
、
医
学
教
育
を
受
け
る
に
は
、
四
つ
の
進
路
が

あ
っ
た
。
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
、
各
高
等
中
学
校
医
学
部
、
府

県
立
医
学
校
、
お
よ
び
私
立
医
学
校
で
あ
る
。
こ
の
内
、
府
県
立
医

学
校
は
す
で
に
そ
の
歴
史
的
使
命
を
終
り
、
明
治
二
一
年
、
大
阪
、

京
都
、
愛
知
以
外
の
医
学
校
は
廃
止
さ
れ
て
い
た
。

厳
九
郎
が
、
高
等
中
学
校
医
学
部
に
進
ま
ず
、
府
県
立
医
学
校
を

選
ん
だ
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
入
学
資
格
、
修
学
期
間
、
授
業
料

等
の
条
件
は
、
両
者
と
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
尋
常
中
学
卒
業

者
が
少
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
入
学
資
格
検
定
試
験
の
制
度
が
あ
っ
た

こ
と
も
同
様
で
あ
っ
た
。

『
名
古
屋
大
学
医
学
部
百
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
愛
知
医
学
校
は
、

学
校
経
営
の
経
済
的
基
礎
を
固
め
る
た
め
、
定
員
を
増
加
し
て
積
極

的
経
営
を
行
っ
た
。
ま
た
、
他
府
県
医
学
校
の
廃
止
に
伴
い
、
志
望

者
が
増
加
し
た
。
厳
九
郎
は
、
こ
う
し
た
風
潮
に
従
っ
た
も
の
か
と

想
像
さ
れ
る
。

明
治
二
九
年
二
月
二
日
、
厳
九
郎
は
愛
知
医
学
校
を
卒
業

し
、
明
治
三
○
年
三
月
一
日
医
術
開
業
免
状
を
受
け
た
。
医
籍
登
録

番
号
は
、
九
六
六
○
号
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
解
剖
学
教
室
に
内
地
留
学
し

た
以
外
は
、
進
学
あ
る
い
は
外
国
留
学
の
機
会
は
な
く
、
大
正
四
年

に
至
る
の
で
あ
る
。

（
福
井
県
立
短
期
大
学
第
一
看
護
学
科
）

〆行の、
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